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My Town Topics　―まちのわだい―　まちの旬な話題を提供します

雨も吹き飛ばす
夏への期待と熱気

　 月 日、 日の 日間、大野
の小田島公園で「第 回大野みん
なのまつり」がありました。
　会場には屋台が並び、夏本番を
前に浴衣で来場する人など、雨模
様の天気にもかかわらず、多くの人
でにぎわいました。
　学校や保育園の給食調理員の皆
さんは、吉和産の舞茸ごはんなどを
販売。安全でおいしい料理を作るた
めに、事前に工場見学に行き、勉強
会も行いました。生産者の思いや食
の大切さを伝えるパネルなどもブー
ス内に展示しました。

第 回大野みんなのまつり

写真 ・年々人気を増す宮島工業高等学校のアスレ
チック迷路。写真 ・オープニングは大野地域の保
育園児による歌と踊り。写真 ・廿日市市女性連合
会大野支部による「大野小唄」、「新はつかいち音頭」。

地域への思いをつなぐ
みずみずしい花菖蒲

第 回大野菖蒲祭り

　大野 区 永  慶  寺 公園周辺で 月
えい けい じ

日、「第 回大野菖蒲祭り」が開
催されました。
　昨年まで長年祭りの実行委員長を
務められた故 吉  田  新  二 さんが、 年

よし だ しん じ

前に 株の菖蒲を譲り受け、地域に
恩返しをとの思いで自身の田を耕し、
菖蒲園にしたのがこの祭りの始まりで
す。吉田さんの地域への思いを 人
の実行委員が今年も引き継ぎ、
万 ， 株の菖蒲とともに来場者を
迎えました。

毎年飲食物の販売などの手伝いを担う宮島工業
高等学校の生徒たち。建築科 年の濱田周さん
も雨の中、切り花選びを手伝っていました。

ひんやり田んぼで
しっかり田植え

　友和市民センター裏の田んぼで、
月 日に友和小学校 年生の児

童 人が田植えを体験しました。
　友和小学校区学校支援地域本部
「友和っ子見守り隊」の皆さんのサ
ポートで、  畝 （約 坪）もの田

せ

植えを最後までやり切りました。
　最初はまっすぐ植えられず悪戦苦
闘していた子どもたちも、半分を過
ぎたころには慣れた手付きに。力強
く植えられた一面の苗は、初夏の風
を受け、涼し気にそよいでいました。

見守り隊の皆さんが作ったおにぎりには、去年
の 年生が植えた米が使われました。約 時間
の田植えの後、笑顔で頬張りました。

友和小学校田植え体験

吉和夏まつりに向けて
種まきを体験

　 月 日、吉和支所近くの農地
で、「吉和夏まつり」に向けたひまわ
りの種まきが行われました。
　自然に囲まれた澄んだ空気の中、
参加者たちは種まきを楽しんでいまし
た。
　この取り組みは、ウッドワン美術館
所蔵の「農婦」がゴッホ作であるこ
とから、代表作の「ひまわり」にちな
んで始められたものです。
　ひまわりが満開を迎える夏まつりで
は、摘み取りを体験できます。

親子で種まきを体験している様子。土に穴を開
け、そこに種を丁寧にまいていました。８月中
旬の吉和夏まつりには見頃を迎えます。

吉和ひまわりの種まき

木のぬくもりに触れる
木工づくしの祭り

　 月 日、木材利用センターで
「第 回はつかいち木工まつり」が
開催されました。
　毎年恒例の木工づくしの祭り。木
の競り市をはじめ、木工体験、けん
玉製造見学、けん玉体験など、雨
天にもかかわらず会場は多くの人で
にぎわいました。
　今年も参加した宮島工業高等学校
の生徒たちのコーナーでは、木製の
トロッコや積み木遊び、釣り堀などが
子どもたちに大人気でした。

もしかめ大会優勝の松冨裕輝（まつとみ・ひろあ
き）さん（左）とけん玉先生こと砂原さん。連続
分 秒を記録し、特製けん玉が贈呈されました。

第 回はつかいち木工まつり
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